
平成１８年（２００６年）５月

６

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第

二
工
場
解
体
工
事
費
、
約
１１
億

円
予
算
化
（
１７
年
１２
月
議
会
）。
解

体
工
事
に
あ
た
っ
て
、
工
場
周
辺
住

民
や
八
條
北
小
学
校
及
び
八
條
中
学

校
に
通
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
へ

の
健
康
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な

ど
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
周
辺
住
民
、
保
護
者
へ
の
説
明
会

を
行
う
よ
う
に
資
源
環
境
組
合
に
求

め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

解
体
工
事
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス

ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
飛
散

性
ア
ス
ベ
ス
ト
廃
棄
物
の
取
扱
い
に

関
す
る
技
術
指
針
に
従
い
、
適
正
な

解
体
工
事
を
行
う
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
解
体
業
者

に
よ
る
追
加
調
査
を
実
施
後
、
濃
度

に
応
じ
た
管
理
区
域
計
画
や
除
染
、

解
体
方
法
等
の
計
画
案
を
作
成
し
、

春
日
部
労
働
基
準
監
督
署
の
協
議
を

経
て
解
体
施
工
計
画
に
基
づ
き
、
的

確
な
解
体
工
事
を
行
う
と
の
こ
と
で

す
。
説
明
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住
民

の
皆
様
や
通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒

の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
、
よ
り
一

層
の
安
全
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
今

後
も
、
き
め
細
か
い
対
応
を
東
埼
玉

資
源
環
境
組
合
に
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

A Q

共
和
橋
や
潮
止
橋
の
交
通

混
雑
解
消
の
た
め
の
、（
通
称
）

２２
メ
ー
ト
ル
道
路
に
架
か
る（
仮
称
）

新
中
川
橋
の
一
日
も
早
い
開
通
が
待

た
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
工
事
の
状
況
と
新
し
い

橋
の
開
通
見
通
し
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。（

仮
称
）
新
中
川
橋
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
の
施
行

に
よ
り
八
潮
市
側
の
潮
止
め
通
り
か

ら
、
三
郷
市
側
は
県
道
葛
飾
吉
川
松

伏
線
ま
で
の
延
長
６
２
５
メ
ー
ト
ル

幅
員
２２
メ
ー
ト
ル
で
、
橋
台
４
基
、

橋
脚
８
基
の
合
計
１２
基
を
建
設
す
る

計
画
で
す
。
現
在
ま
で
に
５
基
が
完

成
し
、
４
基
が
施
工
中
で
す
。

今
後
、
平
成
１８
年
度
に
残
り
３
基

の
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成
１９

年
度
に
は
、
橋
桁
架
設
、
平
成
２０
年

度
に
擁
壁
を
伴
う
取
付
道
路
工
事
を

予
定
し
て
お
り
、
平
成
２１
年
度
に
は

開
通
で
き
る
見
通
し
で
す
。

A Q

質問者 朝田　和宏

小倉　順子

峯岸　俊和

矢澤江美子

森　　伸一

郡司　伶子

時
、
ま
た
保
護
者
の
収
入
額
（
所
得
）

と
需
用
額
（
国
の
基
準
あ
り
）
を
比

較
し
収
入
額
が
需
用
額
を
超
え
る
額

が
３
割
に
満
た
な
い
世
帯
で
援
助
が

必
要
と
認
め
た
場
合
対
象
と
な
り
ま

す
。ま

た
、「
民
生
委
員
の
意
見
書
」

は
、
政
令
が
な
く
な
り
不
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
八
潮
市
と
し
て
は
、
民

生
委
員
の
所
見
な
ど
５
つ
の
事
項
を

追
加
し
、
該
当
す
る
場
合
は
総
合
的

に
可
否
を
判
断
し
、
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
行

政
と
市
民
が
一
緒
に
考
え
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
多
田
市
長
は
、
選

挙
公
約
で
あ
る
「
市
民
の
意
見
を
市

政
に
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
た
め
に
市
民
参
画
・
協
働
の
在
り

方
に
つ
い
て
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
含
め
て
）
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

地
方
分
権
の
時
代
に
入
り
、

地
方
自
治
体
の
特
色
を
活
か
し

た
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
市
民
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
お
り
、
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
多

く
の
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
、
市
民
と
行
政
が
協
力
、
連
携
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
考
え
、
よ
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
、
本
当
に
重
要
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
の
導
入
も
併
せ
、
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

A Q

法
改
正
に
よ
り
就
学
援
助
へ

の
国
庫
補
助
金
が
生
活
保
護
世

帯
だ
け
に
な
り
、
準
要
保
護
世
帯
へ

の
補
助
が
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
八
潮

市
の
基
準
で
変
わ
っ
た
点
が
あ
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
が
示
し
た
基
準

は
、
生
活
保
護
の
停
止
・
廃
止

を
受
け
た
時
、
市
民
税
・
個
人
事
業

税
・
固
定
資
産
税
の
非
課
税
・
減
免

さ
れ
た
時
、
国
民
年
金
及
び
国
保
税

の
免
除
・
徴
収
を
猶
予
さ
れ
た
時
、

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
時
に
援
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
の
認
定
基
準
で
は
保

護
者
の
職
業
が
不
安
定
で
生
活
状
態

が
悪
い
と
教
育
委
員
会
が
認
め
た

A Q

市
内
に
３
箇
所
の
教
職
員
住

宅
を
所
有
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
空
室
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

小
作
田
住
宅
は
４６
戸
中
、
３８
戸
が
空

室
で
す
。
そ
の
一
方
、
市
営
住
宅
は
、

空
家
募
集
に
１０
倍
か
ら
２６
倍
の
高
倍

率
で
す
。
教
職
員
住
宅
を
整
理
統
合

し
、
市
営
住
宅
へ
転
換
を
図
り
、
お

困
り
の
方
の
要
望
に
応
え
、
又
、
そ

れ
に
よ
り
、
家
賃
収
入
が
得
ら
れ
一

石
二
鳥
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
少
子
化

や
民
間
ア
パ
ー
ト
を
利
用
す
る

教
員
が
増
え
入
居
者
が
減
少
し
て
い

ま
す
。

小
作
田
教
職
員
住
宅
に
つ
き
ま
し

A Q

第
二
清
掃
工
場
の
解
体
に
つ
い
て

（
仮
称
）
新
中
川
橋
の
開
通
時
期

に
つ
い
て

広
沢
　
昇
●

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

朝
田
　
和
宏
●

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

池
谷
　
和
代
●

市
有
財
産
の
有
効
活
用
と
市
民
要
望
に

応
え
る
方
策
に
つ
い
て

大
久
保
龍
雄
●

て
は
、
過
去
３
回
関
係
各
課
と
検
討

会
議
を
行
い
ま
し
た
。
ご
質
問
の
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
ら
に
関
係
課

と
協
議
を
図
り
な
が
ら
研
究
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一般質問から 

女
性
消
防
士
の
積
極
的
採
用
に
つ
い
て

消
防
行
政
に
お
い
て
女
性
の

視
点
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ

き
、
き
め
細
や
か
な
配
慮
の
も
と
、

特
に
救
急
救
命
士
に
お
い
て
女
性
な

ら
で
は
の
対
応
の
支
援
を
期
待
す
る

も
の
で
す
が
、
女
性
消
防
士
の
積
極

的
採
用
に
つ
い
て
、お
伺
い
し
ま
す
。

女
性
消
防
士
採
用
の
必
要
性

に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
分
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
採
用
に
あ

た
っ
て
は
、
受
け
入
れ
る
庁
舎
の
環

境
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
他
の
消
防
本
部
に
お
け
る

就
業
状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
採

用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

A Q

小
倉
　
順
子
●

豊
田
　
吉
雄
●


